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ガイダンス

院生
• 授業科目名：　農業環境における放射線影響ゼミナール

• 学期：S1 

• 単位数：　1.0

• 学年：M1/M2/D1/D2

• 他部局履修：可

• 教室：農学部2号館 化学3番講義室

注意！

• 学部時代にこの単位を取得した人は、
大学院に進学後にこの授業を履修＆単
位取得をすることはできません。

Agricultural Implications of the 
Fukushima Nuclear Accident

参考書

無料でpdfがダウンロードできます。

講義の内容

4月11日(月)　二瓶先生 福島県農産物のモニタリング 
4月18日(月)　広瀬先生 放射性物質・放射線の基礎知識 
4月25日(月)　根本先生　コメの放射能汚染 
5月2日(月)　益守先生  森に降下した放射性セシウム 
5月9日(月)　金子先生　魚類におけるセシウムの動態 
5月23日(月)　高田先生　果樹栽培と放射能汚染
5月30日(月)　塩沢先生　放射性セシウムの土壌中の挙動(仮)

• 科目名森林環境における放射線影響

• 集中実習（2泊3日） 9月ごろ

• 単位数 1.0

• 学年 　M1/M2/D1/D2

• 他学部履修 可

福島第一原発からの放射性物質の放出

• 平成23年3月11日の地震→１～３号炉は自動停止したが、外部電源が喪失
し、非常用電源が稼働。%

• 40分後の津波→非常用電源が水につかり、全交流電源喪失状態になる。
これにより、炉心の冷却が行えなくなる。%

• 1号炉、3号炉、4号炉の水素爆発などがあったが、最大の放射性物質の放
出は2号炉により3月15日に起こったと推測されている。（ドライベン
ト？　圧力抑制室損傷？　SR弁開放？　15日未明？　6時頃？　：　原
因、時間ともはっきりしない）%

• 平成27年4月現在、原子炉自身は落ち着いているが、汚染水対策について
はいまだ継続中。

原子力規制員会　環境防災Nネットより引用

放射線物質の流れ（放射性プルーム）

福島第一原発事故により放出
された主な核種

• ヨウ素131（半減期約8日） 

• セシウム134（半減期約2年） 

• セシウム137（半減期約30年） 

• ストロンチウム89（半減期約51日） 

• ストロンチウム90（半減期約30年）



（文部科学省　H23.8.30　プレス資料より引用）

セシウム137
採取
H23.6.6～6.14
H23.6.27～7.8
→H23.6.14に補正
概ね１００Km圏内の約2200か所で表層５ｃｍの土壌を採取

（文部科学省　H23.9.30　プレス資料より引用）

ストロンチウム89, 90

・89Srは半減期が５０．５３日なので、今回
検出されたものは、事故に由来するもの。%

・90Srのみ検出された際のその測定値は、事
故発生前の全国において観測されている90Sr

の測定値の範囲内（2.3～950Bq/㎡）に入る
レベル。
概ね１００Km圏内の約2200か所で表層５ｃ
ｍの土壌を採取

土壌汚染の影響

文部科学省　プレス発表資料より引用　　　※　IAEA9TECDOC9955　1162による

核種 50年積算実効線量
134Cs 710 mSv

137Cs 2000 ｍSv

238Pu 0.027 mSv

239Pu+240Pu 0.12 mSv

89Sr 0.00061 mSv

90Sr 0.12 mSv

129mTe 0.6 mSv

110mAg 3.2 mSv

仮に最高値が観測された地点で50年間滞在すると。。。

セシウムの影響
が圧倒的

測定　平成23年4月6日～29日%

（測定値は地上1m、また4月29

日に全て換算）%

測定者　文部科学省　米国DOE

半径80km圏内の空間線量率

・原発上空は、原発からの
直接放射線を計測してしま
うため、測定していない%
・猪苗代東部は高地のため
測定できない

（文部科学省　H23.5.6　プレス資料より引用）

2.1mSv/年

自然界にも放射線がある。

自然被ばく線量

食品中のカリウム40

（文部科学省　H24.7.27　
プレス資料より引用）

チェルノブイリ原発事故との比較

両図を同縮尺
で記載
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汚染状況のまとめ
• 福島第一原発事故で放出された放射性物質のうち、
農地で長期的な問題となっているのは、134Csと
137Csである。 

• 自然界には放射線がもともと存在する。 

• チェルノブイリとは、その汚染面積において大きく
異なる。
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